





















































































受講年度 学部・研究科 学科・専攻（コース） 学 年 性 別 カリキュラム※ 

























Q. 01 展示の政治性と社会性 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 
Q. 04 博物館学の目的・方法・構成 5 4 3 2 1 
Q. 05 行財政制度 5 4 3 2 1 
Q. 06 博物館関係法令 5 4 3 2 1 
Q. 07 権利処理の方法 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 





5 4 3 2 1 
Q. 14 展示解説書（展示図録・パンフレット等） 5 4 3 2 1 
Q. 15 博物館の危機管理 5 4 3 2 1 
Q. 16 インターネットの活用 5 4 3 2 1 
Q. 17 生物被害と IPM（総合的有害生物管理） 5 4 3 2 1 
Q. 18 知的財産権（著作権等） 5 4 3 2 1 




Q. 20 博物館と学校教育（博物館と学習指導要領を含む） 5 4 3 2 1 
Q. 21 博物館における学びの特性 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 
Q. 24 機器による解説 5 4 3 2 1 
Q. 25 情報教育の意義と重要性 5 4 3 2 1 






5 4 3 2 1 
Q. 28 展示の諸形態 5 4 3 2 1 
Q. 29 映像倫理、博物館メディアの役割と学習活用 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 
Q. 32 文化財の保存と活用（景観、歴史的環境を含む） 5 4 3 2 1 
Q. 33 地域資源の保存と活用（エコミュージアム等） 5 4 3 2 1 
Q. 34 博物館の機能 5 4 3 2 1 
Q. 35 博物館の利用実態と利用者の博物館体験 5 4 3 2 1 
Q. 36 調査研究の成果の提示 5 4 3 2 1 
Q. 37 資料の分類・整理（目録作成を含む） 5 4 3 2 1 
Q. 38 博物館ネットワーク・他館との連携 5 4 3 2 1 
Q. 39 資料のドキュメンテーションとデータベース化 5 4 3 2 1 
Q. 40 個人情報（肖像権等） 5 4 3 2 1 
Q. 41 学芸員の役割（定義、役割、実態） 5 4 3 2 1 
Q. 42 我が国及び諸外国の博物館の歴史 5 4 3 2 1 
Q. 43 伝統的保存方法 5 4 3 2 1 
Q. 44 デジタルアーカイブの現状と課題 5 4 3 2 1 







5 4 3 2 1 
Q. 47 情報管理と情報公開 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 
Q. 50 資料の修復・修理 5 4 3 2 1 
Q. 51 博物館の種類 5 4 3 2 1 
Q. 52 資料の梱包と輸送 5 4 3 2 1 
Q. 53 展示の評価と改善・更新 5 4 3 2 1 





5 4 3 2 1 
Q. 56 使命と計画と評価 5 4 3 2 1 
Q. 57 関係者との協力（他館、所蔵者、専門業者等） 5 4 3 2 1 
Q. 58 財務 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 
Q. 61 博物館の定義 5 4 3 2 1 
Q. 62 学びの意義 5 4 3 2 1 
Q. 63 博物館教育活動の企画と実施 5 4 3 2 1 
Q. 64 館園実習（博物館における実務体験） 5 4 3 2 1 
Q. 65 資料の状態調査・現状把握 5 4 3 2 1 
Q. 66 解説文・解説パネル 5 4 3 2 1 
Q. 67 博物館における資料保存の意義 5 4 3 2 1 
Q. 68 見学実習（多様な種類の実態理解） 5 4 3 2 1 
Q. 69 コミュニケーションとしての展示 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 
Q. 74 博物館の目的 5 4 3 2 1 
Q. 75 自然環境の保護（生物多様性・種の保存を含む） 5 4 3 2 1 
Q. 76 調査研究成果の還元 5 4 3 2 1 
Q. 77 人による解説 5 4 3 2 1 








5 4 3 2 1 
Q. 81 展示と展示論の歴史 5 4 3 2 1 







































































































































員養成の充実方策について（第 2 次報告書）』2009 年 2 月
（２）註 1 と同じ
（３）  2014 年 2 月に実施した。各担当教員（15 名）から、授業
の進め方、教育上の効果と手ごたえ、問題と課題などについ
ての報告や意見交換をした。その結果、「他の科目の授業内容
や授業方法などを具体的に知ることができた」など、意見や
感想が多く寄せられた。
